
トランプ演説を受けて、110ドル台に乗せる
NY原油先物相場は、1バレル＝110ドル台まで値上がりする展開になった。週前半はイラン戦争の終結

期待を背景に、一時96.50ドルまで下落した。しかし、4月1日にトランプ米大統領が行った演説でイラ

ンに対して今後2～3週間、激しい攻撃を行うと警告したことで押し目買いが入り、高値は113.97ドル

に達した。終値ではイラン戦争勃発後の最高値を更新している。

イラン情勢は大きく揺れ動いている。週前半はトランプ米大統領が2～3週間で戦闘終結の見通しを示し

たこと、イランのペゼシュキアン大統領が停戦の意思を示したことが材料視され、原油相場は軟化した。

この流れで、4月1日のトランプ米大統領の演説が停戦期待を強化する展開が想定されていたが、実際に

は攻撃を強化する方針を示したことが、原油市場に混乱をもたらしている。先行き不透明感の高さから、

期近限月に大きなリスクプレミアムが加算された。引き続き湾岸諸国の原油生産・流通環境悪化への警

戒感は強い。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（3月27日時点）は、原油が前週545万バレル増、ガソ

リンが59万バレル減、石油精製品が211万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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WTI原油は期近の乱高下が続きやすい、イラン情勢に左右される
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【展望】

イラン戦争の先行き不透明感は強く、期近限月は乱高下が続

きやすい。トランプ米大統領は停戦に向けて動き始めており、

市場でも4月中旬から下旬にかけて米軍のイランに対する攻

撃は終了するとの見方が強い。ただし、停戦合意が可能なの

か、ホルムズ海峡の封鎖が解消されるのかなどは不透明感が

強く、期近限月では大きなリスクプレミアムの上乗せが維持

されやすい。現物相場の高騰が進むと、供給不足による値上

がりリスクも警戒される。3月9日に付けた高値119.48ドル

を上抜く可能性も払拭できない。

イラン戦争はどのような動きを見せるのか予想が難しい。少

なくとも目先2～3週間は米国が激しい攻撃を続ける可能性が

高いため、イランの反撃を警戒する必要がある。タンカーや

湾岸諸国のエネルギー関連施設に大きな被害が発生すれば、

原油相場は吹き上げる可能性がある。イエメンの武装組織

「フーシ派」の参戦を受けて、サウジアラビアの代替輸出

ルートであるバブ・エル・マンデブ海峡や、サウジアラビア

の東西パイプラインなどが攻撃を受ける可能性にも注意が求

められる。

一方、3月下旬以降は期近限月が急伸しても、期先限月は伸

び悩む傾向が目立ち始めている。期近高・期先安となる場面

もみられ、短期的な需給の混乱を織り込みつつも、中期的な

需給・価格の安定化を織り込み始めたことがうかがえる状況

にある。限月間で価格水準が大きく異なる展開に移行し始め

たことには注意が必要だ。トランプ米大統領などが改めて停

戦に向けて前向きな姿勢を見せると、100ドル割れを試す可

能性もある。引き続き、上下双方に大きめの値幅を想定した

い。
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